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特 集

平成27年度組合等資料収集加工事業報告書平成27年度組合等資料収集加工事業報告書
「先進組合事例抄録」の概要について「先進組合事例抄録」の概要について

矢田部宏志 氏

　

全
国
中
央
会
で
は
、
中
小
企
業
が
組

合
等
連
携
組
織
に
ア
イ
デ
ア
や
資
源
等

を
結
集
し
て
積
極
的
に
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
を
採
録
し
、
組
織

活
動
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
共
有
化
、
移
転
活
用
を
図
る
た

め
、
都
道
府
県
中
央
会
と
連
携
し
て
調

査
・
分
析
、
収
集
・
加
工
を
行
っ
て
い

る
。

　

平
成
27
年
度
の
「
先
進
組
合
事
例
抄

録
」（
以
下
「
本
書
」
と
い
う
。）
で
は
、

３
テ
ー
マ
、
80
事
例
を
採
録
し
て
い
る

が
、
組
合
組
織
を
は
じ
め
と
す
る
『
連

携
』
を
通
じ
た
組
織
活
性
術
の
参
考
書

と
し
て
の
活
用
を
意
識
し
、
事
例
の
特

徴
分
析
に
加
え
、
課
題
解
決
の
手
法
や

仕
組
み
の
「
見
え
る
化
」
の
試
み
と
し

て
、
事
業
・
活
動
推
進
の
キ
ー
フ
ァ
ク

タ
ー
を
提
示
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
３
名
の
専
門
家
委
員

（
Ａ
：
増
野
雅
之
委
員
、
Ｂ
：
遠
山
恭

司
委
員
、
Ｃ
：
木
村
元
子
委
員
）
に
よ

る
テ
ー
マ
別
分
析
結
果
に
、
小
職
の
考

察
や
採
録
事
例
の
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、

本
書
の
概
要
を
以
下
に
示
す
こ
と
と
し

た
い
。

　

国
内
需
要
の
先
細
り
が
懸
念
さ
れ
る

な
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
需
要
の
開
拓
に
は

地
域
が
創
発
的
に
固
有
の
魅
力
あ
る
資

源
を
積
極
的
に
活
用
し
、
新
た
な
価
値

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。

　

増
野
委
員
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
ま
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
高
ま

り
は
通
過
点
で
あ
り
、
全
国
各
地
の
観

光
地
に
お
い
て
は
セ
カ
ン
ド
ビ
ジ
ッ
ト

（
２
回
目
の
訪
問
）
を
見
据
え
た
需
要

創
出
に
向
け
て
組
織
活
動
の
活
用
に
よ

る
堅
実
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

さ
ら
に
、
訪
日
観
光
客
の
取
込
み
の
み

な
ら
ず
、
国
内
の
優
れ
た
技
術
や
資
源

を
活
用
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
海
外

へ
の
輸
出
の
拡
大
や
情
報
発
信
も
期
待

さ
れ
る
、
と
論
及
す
る
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
、
採
録
し
た
28
事
例

を
主
な
成
果
要
因
等
か
ら
「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
展
開
」「
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

活
用
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
組
織
力
の

活
用
・
発
揮
」「
外
部
組
織
と
の
連
携
」

の
４
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
「
組
織
力
の
活
用
・
発
揮
」

の
事
例
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
需
要
開
拓

　
　

は
じ
め
に

　

Ａ
．
地
域
の
魅
力
発
信
に
よ
る

　
　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
需
要
開
拓
に

～変化をチャンスに、『TEAM』の力で次の一歩へ～

全国中小企業団体中央会
事業推進本部
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を
推
進
し
成
果
を
導
く
手
法
と
し
て
、

組
合
理
事
長
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
発
揮
や
青
年
部
、
先
駆
的
な
組
合
員

企
業
等
が
牽
引
役
と
な
る
事
例
の
ほ

か
、
組
合
員
の
意
識
改
革
に
よ
る
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
が
事
業
活
動
を
促
進
さ
せ
る

キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
事
例

も
み
ら
れ
る
。

　
『
茨
城
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同

業
組
合
』
で
は
、
地
域
色
を
高
め
た
活

発
な
青
年
部
活
動
を
展
開
す
る
。
全
国

旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
部
会
の
活
動
で
育

ま
れ
た
〝
横
の
つ
な
が
り
〞
を
活
か
し

て
『
新
潟
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同

業
組
合
』
の
青
年
部
と
連
携
し
、
地
域

の
食
材
を
用
い
た
宿
泊
客
へ
お
い
し
い

食
べ
方
の
提
供
を
図
る
な
ど
、
広
域
的

な
、
そ
し
て
、
地
域
的
な
組
織
力
を
活

用
・
発
揮
し
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
取
組
み
を
推
進
し
、
国
内
外

の
潜
在
顧
客
に
対
す
る
需
要
開
拓
を
目

指
す
。

　

人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
、
生
産
年

齢
人
口
の
構
成
比
が
次
第
に
縮
小
し
て

い
く
な
か
で
、
企
業
や
組
織
と
も
に
、

最
大
の
経
営
資
源
で
あ
る
「
人
材
」
の

確
保
と
育
成
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て

い
る
。

　

遠
山
委
員
は
、
国
内
ビ
ジ
ネ
ス
を
中

心
と
し
て
地
域
の
産
業
と
経
済
を
担
っ

て
き
た
組
合
員
企
業
の
多
く
は
、
限
ら

れ
た
経
営
資
源
の
も
と
で
人
材
の
確
保

と
育
成
に
懸
命
か
つ
地
道
に
励
ん
で
お

り
、
今
後
の
組
合
活
動
で
は
、
組
合
員

企
業
へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
、
そ

の
質
の
向
上
に
加
え
、
創
造
性
豊
か
な

取
組
み
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
人
材

育
成
事
業
に
は
地
域
社
会
と
の
接
点
は

不
可
欠
で
あ
り
、
従
来
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
発
想
が
肝
要
で
あ
る
、
と
指
摘

す
る
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
、
38
事
例
の
展
開
手

法
に
着
眼
す
る
こ
と
で
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
」「
産
学
連
携
を
軸

に
展
開
」「
地
域
連
携
を
軸
に
展
開
」「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
・
ス
キ
ル
の
涵
養
」

「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
の
５
つ

に
分
類
し
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
人
材
育
成
事
業
を

「
地
域
連
携
を
軸
に
展
開
」
す
る
活
動

事
例
は
最
多
の
16
ケ
ー
ス
に
及
ぶ
。
地

元
の
行
政
、
初
等
・
中
等
教
育
機
関
、

公
的
試
験
・
研
究
機
関
、職
業
訓
練
校
、

商
店
街
、
支
援
機
関
な
ど
、
様
々
な
地

域
機
関
と
連
携
し
た
事
業
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。
地
域
社
会
に
入
り
込
ん
で

日
常
業
務
と
は
異
な
る
メ
ン
バ
ー
で
取

り
組
む
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
相
互
刺

激
に
よ
る
個
人
の
ス
キ
ル
向
上
に
限
ら

れ
ず
、
職
業
人
と
し
て
、
ま
た
、
地
域

社
会
の
主
役
と
し
て
の
意
識
の
醸
成
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

採
録
事
例
の
う
ち
、
全
国
的
な
仕
組

み
を
確
立
し
、
10
年
以
上
の
継
続
的
な

事
業
活
動
に
取
り
組
む
の
が
『
全
国

醤
油
工
業
協
同
組
合
連
合
会
』
で
あ

る
。
中
小
醤
油
製
造
事
業
者
を
所
属
員

と
す
る
当
連
合
会
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー

と
と
も
に
Ｐ
Ｒ
組
織
を
組
成
し
、
食
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
次
世
代

を
担
う
小
学
生
に
醤
油
の
認
知
を
広
げ

る
べ
く
、
中
小
・
大
手
一
丸
と
な
っ
て

「
し
ょ
う
ゆ
も
の
知
り
博
士
の
出
前
授

業
」
の
取
組
み
を
平
成
18
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

　

業
界
内
連
携
や
地
域
の
小
学
校
等
の

協
力
を
得
て
、
全
国
組
織
に
よ
る
人
材

派
遣
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
継
続
的
に

事
業
活
動
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
で
年

間
全
国
５
０
０
校
以
上
で
実
施
さ
れ
る

ま
で
に
発
展
し
、
10
年
間
で
延
べ
約

18
万
人
の
小
学
生
が
受
講
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

出
前
授
業
の
特
徴
は
、
焦
が
し
た
醤

油
の
香
り
を
嗅
ぐ
な
ど
の
五
感
を
フ
ル

活
用
す
る
「
体
験
型
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

http://www.ibaraki-yado.jp/pdf/ibaraki-asagohan.pdf

http://www.niigata-ryokan.or.jp/asagohan/
「いばらき／にいがた朝ごはん」プロジェクト

　

Ｂ
．
地
域
産
業
を
担
う
人
材
の

　
　
　

確
保
・
育
成
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で
構
成
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
は
醤
油
の

製
造
の
仕
組
み
に
驚
き
の
声
が
上
が

る
。

　

本
取
組
み
は
、
将
来
人
材
へ
の
産
業

意
識
の
醸
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も

に
、
子
供
た
ち
と
の
経
験
交
流
に
よ
っ

て
、「
も
の
知
り
博
士
」
役
を
担
う
若
手

後
継
者
等
の
業
界
愛
着
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
、
技
術
定
着
に
も
寄
与
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

しょうゆもの知り博士の出前授業

ステークホルダーによる支援関係図

　

近
年
、
経
営
環
境
の
激
変
に
よ
り
、

存
立
基
盤
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
中
小
企

業
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
状
況
下
に
お

い
て
中
小
企
業
が
成
長
を
持
続
さ
せ
る

た
め
に
は
絶
え
ず
新
た
な
挑
戦
が
必
要

と
な
る
が
、
企
業
規
模
が
小
さ
い
が
ゆ

え
に
、
単
独
で
の
、
そ
し
て
継
続
的
な

挑
戦
に
は
困
難
が
伴
う
場
合
が
あ
る
。

　

木
村
委
員
は
、
今
日
、
企
業
や
個
人

が
組
織
力
を
活
か
し
て
何
か
を
成
し
遂

げ
た
い
と
き
に
は
多
様
な
組
織
形
態
が

存
在
す
る
が
、
同
じ
志
を
も
つ
仲
間
と

協
力
し
、
多
く
の
関
係
者
か
ら
の
支
援

を
受
け
る
こ
と
で
困
難
を
克
服
す
る
手

段
と
し
て
「
組
合
」
が
有
用
で
あ
る
、

と
指
摘
す
る
。

　

さ
ら
に
、
本
テ
ー
マ
に
採
録
さ
れ
て

い
る
14
事
例
で
は
目
的
を
明
確
化
し
、

あ
え
て
「
組
合
」
を
選
択
し
、
組
合
独

自
の
機
能
や
仕
組
み
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
〝
組
合
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

事
業
〞
を
実
施
し
、
課
題
克
服
に
成
功

し
て
い
る
も
の
が
多
い
、と
分
析
す
る
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
、
中
小
企
業
が
抱
え

る
多
様
な
課
題
を
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
経
済
・
社
会

へ
の
貢
献
」「
他
組
織
と
の
連
携
に
よ

る
新
規
事
業
」「
小
規
模
事
業
者
・
個

人
の
機
会
拡
大
」
と
い
う
３
つ
の
目
的

に
分
類
す
る
。

　
「
小
規
模
事
業
者
・
個
人
の
機
会
拡

大
」
の
事
例
で
は
、
個
人
を
含
む
小
規

模
事
業
者
に
と
っ
て
「
組
合
」
に
お
け

る
組
合
員
の
平
等
性
と
い
う
特
性
を
活

用
す
る
こ
と
で
、「
個
」
の
自
律
性
を
確

保
し
な
が
ら
、
単
独
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
困
難
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
や
所
得
獲

得
の
機
会
を
提
供
す
る
「
場
」と
し
て
、

様
々
な
立
場
の
個
人
（
事
業
者
）
が
活

用
し
活
躍
で
き
る
柔
軟
な
組
織
性
を
発

揮
す
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　

静
岡
県
の
『
企
業
組
合
で
あ
い
村
蔵

ら
』
は
高
齢
女
性
を
中
心
に
結
成
さ
れ

た
組
織
で
あ
る
。「
な
ま
こ
壁
を
も
つ

築
１
５
０
年
の
蔵
造
り
の
古
民
家
を
利

用
し
、
地
元
の
旬
の
野
菜
や
魚
介
類
を

使
っ
た
食
事
処
、
手
づ
く
り
雑
貨
や
作

品
の
展
示
販
売
事
業
を
通
じ
て
、
高
齢

者
の
働
く
場
、生
き
が
い
を
得
る
「
場
」

と
し
て
機
能
す
る
。
食
事
処
の
ラ
ン
チ

を
ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）
で
提
供

す
る
な
ど
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て

地
元
の
高
齢
者
が
訪
れ
や
す
い
よ
う
工

夫
し
て
い
る
。

　

現
在
は
行
政
や
各
種
機
関
か
ら
の
支

援
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
子
育
て

や
孫
の
世
話
が
終
わ
っ
た
70
代
以
上
が

中
心
と
な
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
組
合

員
各
々
の
経
験
や
技
能
を
持
ち
寄
っ
て

事
業
運
営
に
活
か
す
こ
と
で
活
動
の
持

続
化
に
奏
功
し
、
組
合
員
の
健
康
の
維

持
増
進
や
所
得
増
加
に
も
寄
与
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
は
、
当
組
合
が
創
出
し
た
賑

わ
い
が
界
隈
に
商
店
群
を
形
成
し
つ
つ

あ
る
な
ど
、
組
合
員
の
想
い
の
連
結
・

凝
集
化
に
よ
っ
て
、「
自
分
た
ち
の
生
き

が
い
づ
く
り
・
働
き
場
づ
く
り
」「
高

齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
」「
町
お
こ
し

の
お
手
伝
い
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て

蒔
い
た
「
種
」
が
少
し
ず
つ
芽
吹
き
は

じ
め
て
い
る
。

　

Ｃ
． 

組
合
事
業
に
よ
る
新
た
な

展
開
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わ
が
国
の
経
済
社
会
は
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
高
齢
社
会
の
到
来

と
い
っ
た
広
範
で
多
様
な
構
造
的
変
化

が
生
じ
る
不
確
実
性
の
時
代
に
あ
っ
て
、

地
域
に
お
い
て
は
変
化
耐
性
の
弱
い
産

業
や
企
業
が
疲
弊
し
、
地
域
の
活
力
は

減
退
傾
向
を
強
め
て
い
る
。

　

地
域
経
済
に
好
循
環
を
も
た
ら
す
に

は
、
地
域
に
存
す
る
経
済
主
体
自
ら
が

新
た
な
価
値
創
造
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
創
発
的
な
活
動
を
持
続
的
に
起
こ
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
不
確
実
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
直
面
す
る
変
化

や
危
機
に
対
し
て
「
脅
威
（Threat

）」

と
捉
え
て
守
勢
を
固
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
次
の
一
歩
へ
踏
み
出
す
「
機

会
（O

pportunity

）」
と
捉
え
て
前
向
き

な
姿
勢
で
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
単
独
で
の
持
続

的
な
取
組
み
は
容
易
で
は
な
く
、
経
営

資
源
の
不
足
な
ど
か
ら
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
ず
に
埋
没
し
か
ね
な
い

状
況
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況

下
、
本
書
の
採
録
事
例
の
中
に
は
、
単

独
で
は
解
決
困
難
な
課
題
に
対
し
、
規

模
の
大
小
や
組
織
の
内
外
を
問
わ
ず
、

構
成
主
体
が
有
す
る
強
み
、
個
性
や
想

い
な
ど
を
連
結
し
て
『
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』
型

組
織
を
形
成
し
、
資
源
や
ア
イ
デ
ア
、

力
を
凝
集
化
さ
せ
る
組
織
の
活
動
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
組
織
活
動
の
根
幹
を
な
す
の
が

「
相
互
扶
助
理
念
」
で
あ
る
。
相
互
扶

助
理
念
は
、
構
成
員
が
組
織
の
メ
リ
ッ

ト
を
所
与
の
も
の
と
す
る
の
で
は
な
く
、

主
体
的
に
資
源
を
提
供
し
合
い
、
刺
激

し
能
力
を
引
き
出
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

い
わ
ゆ
る
〝
競
争
と
協
調
〞
と
い
う
相

反
す
る
状
況
を
結
節
す
る
作
用
を
生
み

出
す
。〝
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ

ス
〞
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

相
互
関
係
性
に
は
取
引
費
用
、
リ
ス
ク

や
不
確
実
性
を
減
少
さ
せ
、
さ
ら
に
暗

黙
知
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
、「
知
」

の
創
造
・
蓄
積
・
移
転
を
も
た
ら
す
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
個
」
の
強
み
の
連
結

化
と
組
織
力
の
凝
集
化
に
よ
る
組
織
活

動
は
、
そ
の
近
接
密
度
の
高
さ
や
攻
守

一
体
性
か
ら
、
本
書
の
表
紙
に
示
し
た

よ
う
に
、
ラ
グ
ビ
ー
競
技
に
お
け
る
強

く
肩
を
組
み
合
い
、
一
丸
と
な
っ
て
前

進
を
図
る
プ
レ
イ
を
連
想
さ
せ
る
。

　

こ
う
し
た
独
立
自
律
性
を
維
持
し
な

が
ら
、
相
互
扶
助
理
念
の
も
と
、
積
極

的
に
切
磋
琢
磨
し
合
う
関
係
性
（
ス
ク

ラ
ム
の
近
接
性
）
を
有
す
る
取
組
み

は
「
顔
が
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

し
て
、
日
常
的
に
多
様
な
人
的
資
源
と

の
直
接
的
な
接
触
が
可
能
と
な
る
結

果
、
多
面
的
な
情
報
の
入
手
が
可
能
と

な
る
。
さ
ら
に
、

切
磋
琢
磨
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を

創
出
し
、
相
互
に

刺
激
し
啓
発
し
合

う
関
係
（
学
習
組

織
）
が
形
成
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
新

た
な
事
態
や
環
境

へ
の
適
応
力
の
創

出
も
期
待
で
き
、

そ
れ
は
、
多
様
な
環
境
変
化
が
も
た
ら

す
新
た
な
諸
課
題
に
対
し
て
一
歩
踏
み

出
す
た
め
の
リ
ス
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や

不
確
実
性
の
低
減
に
有
用
と
な
ろ
う
。

　
『
連
携
』
を
通
じ
て
諸
課
題
に
取
り

組
も
う
と
本
書
を
手
に
し
た
皆
様
が
80

の
キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
を
ヒ
ン
ト
に
一
丸

と
な
っ
て
課
題
や
悩
み
に
フ
ィ
ッ
ト
す

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
を
錬
成
す
る
こ
と

で
、
組
織
課
題
の
扉
を
開
き
、
次
の
一

歩
へ
踏
み
出
す
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で

あ
る
。
本
稿
は
、
本
書
の
内
容
の
ご
く

一
部
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

詳
細
に
つ
い
て
は
本
書
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
過
去
の
採
録
事
例
が
検

索
で
き
る
「
組
合
事
例
検
索
シ
ス
テ
ム
」

を
全
国
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

　
 

結
び
に
〜
不
確
実
性
の
時
代
、

い
か
に
『
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』
の
力
を

発
揮
し
て
い
く
か
―
。


